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第１回
４/１１

ガイダンス
生物の基本

【授業の一般目標】
　生物に関する基礎的な知識を修得するために、生物の特徴
とその多様性を学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 生物の特徴を概説できる。
　2. 生物の分類体系を概説できる。
　3. 原核細胞と真核細胞の特徴を説明できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅠ編を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬
鈴木

海老原

第２回
４/１８

細胞の構造

【授業の一般目標】
　生体の基本的な構造を知るために、細胞の構造と機能を学
ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 細胞膜の構造と機能を説明できる。
　2. 細胞内小器官の構造と機能を説明できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅡ編１章①～③を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬

第３回
４/２５

細胞の機能

【授業の一般目標】
　生体の基本的な機能を理解するために、細胞の構成物質と
生理機能を学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 生体の構成物質を概説できる。
　2. タンパク質の基本的な構造と機能を説明できる。
　3. 細胞の基本的な生理機能を概説できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅡ編１章①・④を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬

最新歯科衛生士教本　生物学　医歯薬出版株式会社
＊毎時間プリントを配布する

視覚でとらえるフォトサイエンス生物図鑑（鈴木孝仁　数研出版編集部）

　各講義毎に行う小試験や、最終授業日に行う平常試験の成績を基本とし、提出物などを考慮
して総合的に行う。

　生物学で学ぶ知識は、解剖学、組織学、生理学、生化学、微生物学など、歯科医学に関連す
る様々な分野を理解する上での手助けとなります。講義内容と他科目で学ぶ知識と関連づける
工夫をして下さい。質問などは在室時にはいつでも応じます。また、メールでの質問も可能で
す。
　　楠瀬：kuwada.takao@nihon-u.ac.jp

　　　科目名　「　生物学　」

科目責任者

楠瀬隆生

楠瀬隆生、鈴木久仁博、海老原智康

　口腔領域に関する基礎科目や専門科目を学ぶ上で必要な生命現象を理解するために、生物の
基礎的な知識を習得する。



第４回
５/２

ヒトの組織と器官

【授業の一般目標】
　人体の構造を理解するために、身体を構成する組織・器官
とその働きを学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 組織を説明できる。
　2. 器官と器官系を説明できる。
　3. 人体の階層性を説明できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅡ編２章②～④を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬

第５回
５/９

体細胞分裂と
減数分裂

【授業の一般目標】
　細胞の増殖や配偶子の形成過程を理解するために、体細胞
分裂と細胞周期、また減数分裂を学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 体細胞分裂の過程を説明できる。
　2. 細胞周期の各過程と周期の調整を概説できる。
　2. 減数分裂を説明できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅡ編２章①、Ⅲ編１章を30分ほど通読するこ
と。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬

第６回
５/１６

遺伝子の構造と
機能

【授業の一般目標】
　遺伝子の構造と機能を理解するために、核酸（DNA、RNA）
の構造、また遺伝情報からタンパク質が合成されるまでの過
程を学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 核酸の構造と機能を説明できる。
　2. DNAの複製過程と修復機構を説明できる。
　3. 転写と翻訳の過程を説明できる。
　4. セントラルドグマを説明できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅢ編２章を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬

第７回
５/２３

遺伝とその法則

【授業の一般目標】
　遺伝の基本的な法則を理解するために、染色体の構造やそ
れが次世代に受け継がれる過程を学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 染色体を概説し、減数分裂における染色体の挙動を説明
　　 できる。
　2. 遺伝子型と表現型の関係を説明できる。
　3. Mendel（メンデル）の法則を説明できる。
　4. 性染色体による性の決定様式と伴性遺伝を説明できる
【準備学習項目】
　指定教科書のⅢ編１章を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬

第８回
５/３０

発生の過程

【授業の一般目標】
　動物の発生過程を理解するために、受精卵から組織・器官
形成に至る過程を学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 配偶子（卵・精子）の構造を説明できる。
　2. 受精と胚葉形成を概説できる。
　3. 各胚葉から形成される組織・器官について概説できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅢ編３章①１～３を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬



第９回
６/６

発生の仕組み

【授業の一般目標】
　動物の発生機序を理解するために、予定運命に従った組
織・器官の形成の仕組みを学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 形成体について説明できる。
　2. 誘導について説明できる。
　3. 発生の調節因子を説明できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅢ編３章①４・５～②を30分ほど通読するこ
と。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬

第１０回
６/１３

刺激の受容と反応

【授業の一般目標】
　動物が外部刺激に反応する仕組みを理解するために、感覚
器・神経系・効果器の構造と働きを学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 感覚器の構造と機能を説明できる。
　2. 神経の構造と機能を説明できる。
　3. 効果器（筋肉）の構造と機能を説明できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅣ編１章を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬

第１１回
６/２０

内部環境を
保つ仕組み

【授業の一般目標】
　体内環境を維持・調整する仕組み（恒常性）を理解するた
めに、体液の働きや関係する内分泌系・神経系の働きを理解
する。
【行動目標（SBOs)】
　1. 体液とその働きを説明できる。
　2. 内分泌系とそれに関わる神経系を説明できる。
　3. ホルモンの働きについて概説できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅣ編２章①～③を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬

第１２回
６/２７

生体防御

【授業の一般目標】
　外敵から身を守り生命を維持する仕組みを理解するため
に、非自己（病原体など）を区別し排除する仕組みを学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　1. 自然免疫と獲得免疫について説明できる。
　2. 液性免疫と細胞性免疫について説明できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅣ編２章④を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬

第１３回
７/４

動物の行動と生態

【授業の一般目標】
　動物の様々な行動（反射や本能など）を理解するために、
行動の種類やそれに関わる器官系の働きを理解する。
【行動目標（SBOs)】
　1. 生得的な行動を説明できる。
　2. 後天的な行動を説明できる。
【準備学習項目】
　指定教科書のⅣ編３章①を30分ほど通読すること。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬



第１４回
７/１１

生物学のまとめ

【授業の一般目標】
　これまでの学習内容を口腔領域の基礎・専門科目の理解に
役立てるために、他科目と生物学との関係を理解する。
【行動目標（SBOs)】
　1. これまでの各講義内容と他の科目との関係を説明でき
る。
【準備学習項目】
　シラバスなどで関連科目の講義内容を20分ほど確認するこ
と。
【学習方略（LS)】
　講義

楠瀬
鈴木

海老原

第１５回
７/１８

平常試験および
解説講義

【授業の一般目標】
　これまでの講義内容について試験を行う。
【行動目標（SBOs)】
　1. これまでの講義内容を説明できる。
【準備学習項目】
　これまでの講義内容を、必要な時間だけ復習すること。
【学習方略（LS)】
　試験、講義

楠瀬
鈴木

海老原


	Sheet1

